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        巻之四

        　

        一、地獄ぢごくを見て蘇よみがへる

        二、夢のちぎり

        三、一睡すい卅さんじふ年の夢

        四、入につ棺くはん之の尸しかばね甦よみがへる怪あやしみ

        五、幽霊ゆうれい夫をつとに逢あふて話かたる


        
            地獄ぢごくを見て蘇よみがへる

            　

            　

            　浅原あさはら新之丞しんのじょうは相模さがみ国鎌倉の男で、三浦みうら道寸どうすん（義同よしあつ）の末裔まつえいだった。才知に長たけて人より弁舌が優れ、儒学を第一の規範とし、仏法を信じようとはしなかった。「冥途めいど流転るてん」（死者の魂が地獄・餓鬼・畜生・修羅・人間・天の六道ろくどうをさまよい続けること）や「因果いんが変化へんげの理ことわり」（因果によって来世の姿が決まること）を聞いても、あれこれと理屈を並べて言いくるめ、悪あしざまに言い、僧や法師に対しても敬意を払わず、口に任せて誹謗ひぼうし、理屈を曲げて論破した。

            　隣に孫平まごへいという名の裕福な男が住んでいた。若い頃から欲が深く、けちな上にわがままで、後世ごせを願うこともなく、普段から川で魚を捕ることを趣味としていた。

            　ある時、孫平は病を患い、突然死去してしまった。嘆き悲しんだ妻子一門は神仏に祈り、祈祷きとうした。胸の辺りがまだ温かかったのですぐには埋葬せず、先に僧を呼び、仏前を飾って経を読んでいると、三日後の暮れ方に孫平は蘇よみがえった。

            「死んだ後に冥土めいどに向かったが、その道はひどく暗く、尋ねる者もいなかった。一里りほど歩いたかと思うと、門にたどり着いた。中に入ってみたところ、そこは役所だった。冥府めいふの役人が階段で自分を呼び、『お前は死んでここにやって来たが、妻子が嘆いて金銀をばらまき、様々な祈祷きとうや仏事ぶつじを執り行ったため、その功徳くどくで再び娑婆しゃばに帰すことになった』と告げられた。嬉うれしくなり、門から出て帰ろうとしたところで生き返った」

            　このように語ると居合わせた人々は、「神仏への祈りは本当に無駄ではなかったのだ」と大いに喜んだ。

            　新之丞しんのじょうはこの話を聞いて嘲あざけり笑った。

            「この世の強欲で悪知恵の働く地頭じとう・代官だいかんどもは、賄賂わいろをつかませれば非道ひどうもねじ曲げて正道せいどうとし、何も渡さなければ咎とががなくても罪に落とす。だから、富める者はどんな非道な訴訟にも勝ち、貧しき者は道理が立っていても負ける。これは現世のことだけだと思っていたが、冥土めいどの役人連中も公私混同するときた。金銀を大量に使って仏事ぶつじを営みさえすれば、たとえ死んでも蘇よみがえり、地獄に落ちても成仏するという。貧乏人は無力で、善悪の報むくいに関係なく、銭金ぜにかねを浪費した者だけが来世も安泰というわけだ。その昔、漢の韋賢いけんは、『子孫に多くの金を残すよりも、書経しょきょうを少しでも教えた方がいい』と言ったらしいが、実際のところは地獄の沙汰さたも金次第で、閻魔えんま王も金さえあればどんな罪でも許す。韋賢の言葉はまったくでたらめだったということだな」

            　手を打ちながら嘲笑ちょうしょうし、歌を詠んだ。

            　

            恐ろしき地獄の沙汰さたも銭ぞかし念仏の代しろに欲をふかがれ

            （恐ろしい地獄の沙汰も金次第だ。念仏を唱えている暇があったら、もっと欲をかけ）

            　

            　帰宅した新之丞しんのじょうが灯火ともしびのそばで一人座っていると、いきなり二体の鬼がやって来た。その容姿はすさまじく、身の毛がよだつほどであった。

            「我々は閻魔えんま王の使いである。すぐに出頭せよ」

            　鬼たちは新之丞の両手をつかんで連行し、門を出ると駆け出した。走るでもなく飛ぶでもなく、あっという間にある役所にたどり着いた。そこは現世の白州しらすのような場所だった。御殿ごでんの奥に玉の冠を戴いただき、茵しとねの上に座した大王と思おぼしき人物がおり、その左右に役人たちが位階に従って座している。

            　二体の鬼が新之丞を前の庭に引きずり出すと、大王は怒声を発した。

            「汝なんじは儒学をもっぱらとし、仏法を異端のものとして蔑さげすみ、その深い道理どうりを知らずして、みだりに謗そしり、嘲あざける。『冥土めいどなどはない』と言う咎とがは、汝の口から発せられたものである。一刻も早く抜舌ばつぜつ地獄に送ってその舌を抜き出し、牛に引かせた犂すきで耕してしまえ」

            　新之丞は頭を地面に付けて訴えた。

            「わたしには、人の道を外れた罪はありません。儒じゅの教えを守り、君臣くんしん・父子ふし・夫婦・兄弟・朋友ほうゆうの五倫ごりんの道に背かないように身を慎み、天理てんり性分しょうぶんの本然ほんぜん（生まれつき各自に備わっている道理に従うこと）を説き、その徳を仰いできました。さらに仏道を修めないという理由で、地獄に落ちるいわれはありません」

            「それならば、『冥土めいどの役人は公私混同し、善悪の報むくいは貧富に左右されるので、念仏の代わりに欲をかけ』という歌は誰が詠んだというのだ」

            　閻魔えんま大王が怒って言うと、新之丞しんのじょうは答えた。

            「かつて、三皇さんこう五帝ごていの頃には天上や鬼神について触れられることはなく、三代の世になって初めて山川の神を祭るようになり、後漢の時代に仏法が伝わったことで、初めて天上・地獄の因果の理ことわりが示されました。以後、山川に霊が、神社に主ぬしが現れ、あらゆる木仏や絵画が霊験れいげんを示すようになりましたが、一方で人々はこのことに溺れて本性を失いました。悪事を犯して改めず、咎とがを犯して奔放に振る舞っています。強者は弱者を押さえ付け、富める者は貧しき者を見下します。親に孝なく、君に忠なく、家族の間で争いが起きています。財宝をむさぼり、淫みだらな欲望を抱き、義ぎを知らず、節を守らず、利に走って恩を忘れ、ただ金銀を散らして仏事・供養を営めば、いかなる重い罪や咎であっても、地獄を逃れて天上に召されるといいます。もしも、これが事実ならば、悪人であっても裕福な者は天上に生まれ変わり、貧乏人は善人でも必ず地獄に落ちます。この閻魔の法廷において、裕福な悪人が盛大な法要を行えば浄土に遣わされるというのならば、貧乏な者たちの恨みは避けられません。これは正しい判決ではなく、私欲に基づく横暴だと言わざるを得ません。わたしはこの現状を悲観して一首の狂歌を詠みましたが、そのことで責めを受けています。閻魔大王、どうかご配慮ください」

            　話を聞いた大王は深くうなずいた。

            「汝なんじの理ことわりは邪よこしまではなく、陳述内容は事実であると認める。よって、むやみに罪を加えることはできぬ。先ほどの非難は、孫平まごへいが仏事ぶつじ・祈祷きとうに多くの金銀を用いたことにより、再び娑婆しゃばに戻すと沙汰さたしたのが原因である。取り急ぎ孫平を引き立てて参れ」

            　すぐに孫平は連行され、大王は「手枷てかせ・首枷くびかせをしてすぐに地獄に送れ。新之丞は娑婆に送り返せ」と命じた。二人の役人は座を立ち、新之丞を連れて庭を出た。

            「わたしは人間界にいたときに儒学に励み、仏教の経典が説く地獄の話を耳にしてもまったく信じませんでした。しかしながら、こうしてやって来ましたので、願わくは地獄の有様をわたしに見せて、信心しんじんを起こしてくれませんか」

            　新之丞しんのじょうが頼むと役人は答えた。

            「それならば、司録神しろくじんに願い出るとよかろう」

            　西にある廊下を通り、ある建物にたどり着くと、そこには善悪二道の記録が山のように積まれていた。役人が事情を説明すると、司録神は木札きふだを取り出して渡した。

            　役人と一緒に北に向かって半里りほど行くと、高い銅の築地ついじに頑丈な鉄の門を構える城にたどり着いた。黒煙が天を覆い、無数の叫び声が地を響かせている。牛頭ごずや馬頭めずの鬼が、大勢で鉄の棒や刺叉さすまたを横たえて門の左右に立っている。二人の役人は先ほどの木札を鬼に渡し、新之丞を連れて中に入った。

            　そこには罪人が無数にいた。獄卒ごくそつたちは罪人を捕らえて地面に押し倒し、皮を剥はぎ、血を搾り、腹を裂き、目をえぐり、耳を削そぎ、鼻を切り、手足をもぎ、肉を削っていた。罪人が泣き叫び、苦痛を嘆く声が地に満ちている。話によると、彼らはかつて人間だったときに、山や海で狩りや漁などの殺生をして生計を立てていた者たちらしい。

            　別の場所では、二本の銅の柱に男女二人が磔はりつけにされていた。獄卒たちが剣で腹を裂き、溶かした銅を銚子ちょうしに盛って口から流し掛けると、五臓ごぞう六腑ろくふが焼けただれ、溶けて地面に流れ落ち、二人はただ首だけが柱に残って泣き叫んだ。

            　二人の罪状を尋ねると役人は答えた。

            「男は娑婆しゃばにいたときに薬師くすしであった。女は重病にかかった夫を治すために男を呼んだが、不義密通の罪を犯し、夫に毒薬を与え、女が暴力を振るって殺した後に夫婦となった。二人とも死んで地獄に落ち、こうして苦痛を与えられている」

            　また他の場所では、大勢の尼や法師が裸のまま熱で溶けた鉄の上にしゃがまされていた。そこに獄卒がやって来て牛馬の皮を被かぶせると、尼や法師たちはあっという間に牛馬になった。牛馬に大きな石を背負わせて鉄の鞭むちで打つと、皮が破れて肉が削そげ、滝のように血が流れた。

            「彼らは人間であったときに尼や法師となり、田を作らずに飽きるまで米を食べ、機織はたおりをせずに暖かい衣服を身に纏まとい、出家したように見せ掛けて戒律かいりつを守らず、慈悲の心も学道がくどうもなく、いたずらに布施ふせを食らっていた者たちである。このため、畜生となってこれまで受けた施しを償っている」

            　少し離れた場所に目を向けると、多くの俗人ぞくじんが同じように牛馬になって苦しめられていた。

            「あの者たちはかつて代官として百姓から搾取し、妻子を売り払わせた。百姓が辛苦しんくの末に手に入れた物を奪い取った罪は、施し物を食らったのと同罪である」

            　最後にある地獄に到着した。そこは猛火が激しく燃え盛り、数百人の罪人たちが鉄の地面に座らされて手枷てかせ・首枷くびかせをはめられ、赤々とした炎に包まれて全身が燃え焦げていた。しかも、毒蛇が身体にまとわりついて血を吸い、鉄のくちばしの鷹たかが飛んできて罪人の肩に止まり、目をついばみ、肉を引き裂き食らっている。泣き叫ぼうとすると猛火の煙が喉に詰まり、その苦しみは筆舌に尽くし難い。肉が失われ、骨が現れて絶命すると涼しい風が吹き、また元のように蘇よみがえる。

            　罪状を尋ねると、役人は詳しく説明した。

            「あれは往時おうじに、関東管領かんれい上杉憲政のりまさの嫡男・竜若たつわかの乳母子めのとごだった妻鹿田めかた新介しんすけ、弟の長三郎ちょうざぶろうと三郎助さぶろうすけ、親族の二十人である。憲政が没落した際に主君・竜若を敵の北条氏康うじやすに引き渡して降伏した。主君殺しの天罰に当たって二十人は全員、氏康に殺された後に地獄に落ちたが、億万劫おくまんごうの時を経ても成仏することはないだろう。その他の者たちも皆、主君を殺して不忠を抱き、国を滅ぼした罪人どもである」

            　それから新之丞しんのじょうは役人に連れられて門を出たはずだったが、いつの間にか人間界に蘇よみがえっていた。隣の孫平まごへいがどうなったかと尋ねると、昨夜に死去していた。

            　その後、新之丞は儒学を捨て、建長けんちょう寺に籠こもって仏学を学び、悟りを開いて道人どうじんになったという。

            　

            （了）


        
        
            夢のちぎり

            　

            　

            　大永だいえいの頃、山城やましろ国の淀よどに武士を辞めて庶民になった船田ふなた左近さこんという男がいた。気立てが優しく情も厚く、世に並ぶ者のない美男子の上に家が裕福だったので、あしざまに言う者は一人もいなかったが、二十二歳になっても妻を迎えず、色好みの浮名が立っていた。

            　晩秋のある日、左近は橋本はしもとに所有する田で稲刈りをするために船で淀川よどがわを下った。その途中、橋本の北に多くの客で賑にぎわう小綺麗こぎれいな酒屋があったので立ち寄った。

            　店の後ろの岸に船を着け、酒を買って後で飲むつもりだったが、店の主人がやって来て「こちらへどうぞ」と勧められたため、川岸に懸かけ造りにした座敷に上がった。

            　座敷の西には柳の古木が枝を垂らし、紅葉と重なり合って嵐で葉を散らしている。色を変えていく萩はぎの下葉したばの枝が露つゆで重そうにたわみ、秋の終わりを悲しむ虫の声が薄すすきの根元からか細く聞こえてくる。籬垣ませがきでは菊花が咲き匂い、誰の袖の香りだろうかと思うほどに儚はかなくも慕わしい心地がする。

            　北を見渡すと、淀川の波が浮き沈みし、何かで遊んでいるのか、あちこちで鴎かもめの鳴き声がする。楊枝島ようじがしまや渚院なぎさいんもほど近く、水野から山崎、鵜殿うどの、三島江みしまえまでが一望できた。

            　主人は杯さかずきを差し出して酒を勧め、肴さかなを用意した。

            「こちらは松江ずんこうの鱸魚ろぎょではございませんが、かの玄恵げんえ法印ほういんが『庭訓ていきん往来おうらい』で絶賛した淀鯉よどごいの膾なますでございます。また、こちらは呉中ごちゅうの蓴菜じゅんさいではございませんが、紀貫之きのつらゆきが歌を詠よみながら摘つんだ水野の沢の根芹ねぜりでございます」

            　手厚いもてなしに感じ入り、左近は幾度も杯を傾けた。

            　この店に一人の娘がいた。年は十八前後でまだどこにも嫁いでおらず、座敷に続く一間まの部屋に住んでいた。裕福な家だったので多くの歌草紙うたぞうしを買い与えられ、手跡しゅせきはそれほど優れてはいなかったものの、流麗りゅうれいな文章を書いた。また気立てが優しく、情趣じょうしゅを好んだ。

            　娘は座敷にいる左近を一目見て心を躍らせ、几帳きちょうの隙間から覗のぞいたり、相手の顔を見ながら姿を見せたり、几帳から出たり入ったりして、恥ずかしさも忘れて恋い焦がれ、艶あでやかに振る舞った。一方の左近も娘の光り輝くこの上ない容姿に魅了され、相手の袂たもとに魂が入ってしまったように感じた。

            　二人は互いに好意を抱き、視線を交わし合ったが、一言も言葉を掛けることはなく、日が傾くと左近は暇いとま乞ごいをして座を立ち、船に乗って屋敷に戻った。しかし、その後も娘の面影だけが秋の風のように身に染み渡り、独り寝の床とこの上に知らぬうちに涙が零こぼれ落ちた。

            　

            　その夜の夢で、左近は橋本の酒屋に行った。

            　後ろの川岸から門に入ってすぐに女の部屋に赴くと、部屋の前に風情のある小さな庭があった。折り重なった石組みや峰から下る谷の趣おもむき、麓から伝う道に風情があり、山々が重なり、州浜すはまの池は澄んで多くの小魚が戯れるように泳いでいる。水辺に忍ぶ草が生え、窓に飛び交う蛍火ほたるびが消え残った秋の暮れに、鈴虫の音がかすかに聞こえる。軒のきに小鳥が入った鳥かごが一つ掛けてあり、焚たきしめられた香の匂いに恋心が募り、左近の胸は焦がれそうだった。机の上にはわずかな菊の花が挿してある美しい花瓶と硯すずり箱が置いてあり、床には『源氏物語』や『伊勢物語』などの風流な草紙が積み重ねられ、壁には言葉にできない思いを慰めるための和琴わごんが寄せてある。

            　見とれて立ち尽くしていると、気づいた女が嬉うれしそうな表情で近づき、微笑ほほえみながら手を取って寝屋ねやに入った。二人は百夜ももよ語っても尽きぬほどに心に積もった言の葉を語り合い、契りを交わした。「川島かわしまで分かれた水の流れもやがて合流するように、しばし人目を忍ぶことになるが、二人の逢瀬おうせを妨げる関守せきもりは薄情だ」などと様々に語り合ううちに、人の別れを知らぬ鶏にわとりが八声やこえで夜明けを告げ、灯火ともしびの色が白くなったと思ったところ、急に目が覚めた。すべてが夢の中の出来事で、左近は窓のそばで床とこに伏していた。

            　

            　それから左近さこんは毎夜、夢の中で女のもとに通い、契りを交わさない日はなかった。

            　ある夜の夢で、女は琴ことで「想夫恋そうふれん」を弾いた。その爪音つまおとは実に見事で、雲の上まで演奏が届くのではないかと思えるほど愛情が込められていた。

            　別の夢で女の家に行くと、女は白い小袖こそでを縫っていたが、左近が灯火ともしびを掲げようとしたときに、誤って灯花ちょうじがしら（灯心のもえさしにできた塊）を小袖の上に落として跡を付けてしまった。

            　また別の夢では、女が銀しろがねの香箱こうばこを左近に贈り、左近は水晶の玉を与えたが、夢が覚めると枕元に銀しろがねの香箱が手元にあり、自分の水晶の玉はなくなっていた。

            　左近は大いに怪しみ、香箱を見つめながら歌を詠んだ。

            　

            君にいま逢あふ夜よあまたの語らひを夢と知りつつさめずあらなむ

            （あなたとこうして何度も逢瀬おうせを重ね、語らったことは夢の中の出来事だと知りつつも、覚めないで欲しいと願っています）

            　

            　耐え難くなった左近さこんは、船に竿さおさして橋本はしもとに行き、例の店に入って酒を求めた。出てきた主人は左近を見て非常に喜び、中に呼び入れて大いにもてなした。

            　しばらく雑談をした後で主人は語った。

            「わたしには二十前の一人娘がおります。昨年秋の暮れにあなた様がこの店にやって来て、酒をお飲みになっている姿を目にして一目惚ぼれし、恋い焦がれて病になってしまいました。床とこに伏し、ただ鬱々うつうつと独り言をつぶやく様はまるで酒に酔ったようで、医師に頼んで治療を試みてもまったく効果がなく、陰陽師おんみょうじに祓はらわせても容体が悪くなるばかりで一向に治らず、折々にあなた様の名を呼んでおりました。昨日になって、『明日、必ずやあの方がおいでになります』と言い出して、またいつもの狂気から出た戯言ざれごとかと思っておりましたが、本日、言葉通りにあなた様がいらっしゃいました。これもひとえに神のお告げなのでしょう。願わくは、どうか我が娘を妻として迎えてやってもらえませんか。ささやかではありますが、わたしの持つ財産をすべてお譲り致します」

            　二人は互いに氏素性うじすじょうを明らかにし、左近は結婚の申し出を受け入れた。

            　その後、左近が女の部屋に入ると、部屋や庭の様子がすべて夢に見たものとまったく同じだった。

            　女はすぐに寝床から起き上がり、体調も回復した。その容姿や話し方、声は夢の中と少しも変わらなかった。

            「去年の秋の頃、見初そめてからというもの、あなたへの思いが胸を塞ふさぎ、面影が身体から離れず、どういうわけかあなたと契る夢を毎夜見続けておりました」

            　女の語る話は左近が見た夢とまるで同じで、小袖こそでに落とした灯花ちょうじがしらの跡や琴の曲名、香箱こうばこなど、すべてが寸分すんぶんも違たがわなかった。

            　これを聞いた人々は誰もが不思議に思い、二人の魂が行き通って深く契り、切っても切れない関係になったのだろうと噂うわさし合ったという。

            　

            （了）


        
        
            一睡すい卅さんじふ年の夢

            　

            　

            　享禄きょうろく四年六月、細川高国たかくにと細川晴元はるもとは摂津せっつ国天王寺で合戦を始めた。この戦で高国は敗れ、逃げ落ちた尼崎で自害した。

            　高国の家人けにんだった遊佐ゆさ七郎は浪人となり、芥川あくたがわの村に隠れ住んでいたが、京都に上っていずれかの主君に仕えようと考え、従者を一人連れて都に向かった。その途中、山崎の宝積ほうしゃく寺に参詣して休んでいたところ、ひどい眠気に襲われ、東の廊下でしばらく横になった。

            　夢の中で七郎はある寺の門前にいた。

            　山桃の籠を持った一人の雑兵ぞうひょうが休んでいたので、七郎は近づいてどこの家の者なのか尋ねた。

            「わたしは山崎の住人、交野かたの次左衛門じざえもんの家に仕えています。交野殿は将軍家に属したために討ち死にし、一人娘のお嬢様が残されました。お嬢様は西の郊外に住む石尾いしお源五げんご殿の妻となりましたが、石尾殿は三好に討たれたため、今は寡婦やもめとなって実家に戻っていますが、年はまだ二十一歳です。交野殿の北の方は六十余歳で才覚に優れ、一門の末の家なので何とかして婿むこを取り、家督を譲りたいとおっしゃっています」

            　話を聞いた七郎はふと思い出した。

            「交野の北の方はわたしの叔母だ。久しく便りもなく、どこにいるとも分からなかったが、今は山崎に住んでいたのか。訪ねて顔を見せよう」

            　男と一緒に屋敷に赴くと、果たして七郎の叔母であった。互いに名乗り合い、叔母は嬉うれしさのあまり涙を流し、屋敷の中に呼び入れて一族の行方を尋ねた。親類のほとんどが討ち死にし、ただ自分だけが生き延びていることを話すと、叔母は七郎に向かって言った。

            「わたしには身近な者が一人娘しかおりません。あなたはわたしの甥おいで、気心の知れた慕わしい親類です。京に上がるのを止め、当家の婿むこになって安心して過ごしてくれませんか」

            　七郎はその場で申し出を快諾し、吉日を選んで親しい人々を呼び集め、様々に準備を調えて婚儀を執り行った。妻となった女に会ってみると雅みやびやかな上に愛らしい容姿で、七郎は限りなく喜んだ。婚礼の儀は格段に華麗で、毎日、客を集めて酒宴が開かれ、七郎も宴うたげを楽しんだ。また、妻に不満な点はなかったため、誇らしく思った。

            　

            　ある日、京都から二人の使者がやって来た。召集命令に従って急いで上洛じょうらくすると将軍はとても上機嫌で、その場で一万貫かんの領地を与えられて河内守かわちのかみに任じられた。こうして京にいる二年間に、将軍の相伴衆しょうばんしゅうになり、威勢が高く、肩を並べる者はいなかった。

            　その後、暇いとまを願い出て山崎に戻った七郎は、要害の地を選んで大きな屋敷を建てた。召し使う上下の侍、出入りする人々は数知れず、門外には繋つながれた馬が途切れることがなく、各地から集まる使者は日ごとに増えた。

            　それから三十年の間に、七人の息子と三人の娘をもうけた。四人の息子を京都に上らせて将軍家に奉公させ、二人の娘を摂津せっつ国河内に遣わして武門の名が高い細川氏に嫁がせ、また細川氏の兄弟を婿むことして迎えた。内外に八人の孫が生まれ、一家の繁盛を極めた。

            　しかし、突然、敵が三千余騎で押し寄せ、四方から火を掛け、鬨ときの声を上げて攻め入ってきた。妻子は驚き、泣き叫んだが、家人けにんたちは恐れをなして逃げ落ちてしまったため、防ぐことができない。覚悟した七郎は腹を切ろうとしたが、生け捕ろうと乱入してきた敵と取っ組み合いになり、汗水を流しながら必死に押し返しているところで夢が覚めた。

            　

            　起き上がって従者に「今は何時なんどきか」と尋ねると、まだ未ひつじの刻で、たった一時ときの間に三十年を体験していた。思えばこれは「邯鄲かんたん一炊いっすいの夢」で、よくも悪くもこの世は夢のようなものだと悟った七郎は、従者に暇いとまを取らせるとすぐに出家し、高野山に籠こもって信心深い修行者になったという。

            　

            （了）


        
        
            入につ棺くはん之の尸しかばね甦よみがへる怪あやしみ

            　

            　

            　古くから今に至るまで世に言われている話だが、人が死去し、棺ひつぎに納めて野辺のべに送った後で、土葬した塚や火葬する火の中から蘇よみがえることがある。いずれも家に帰さずに打ち殺されるが、病が重くて息が絶えた者、呼吸ができずに窒息死した者、冥土めいどを見た者などがいる。これらの人々は前世からの業ごうや天命がまだ尽きておらず、冥土めいどの死籍しせきがまだ削られていない者たちであるが、日本の習わしでは死者と見なされる。棺ひつぎに入れて急いで葬儀を行う必要があるため、たとえ蘇生したとしても葬場そうじょうから帰されることはなく、その場で撲殺される。何とも不憫ふびんな話である。

            　一方、異国では人が死んだらまず殯かりもがりを行い、すぐには葬送しない。このため、死後、三日、七日、十日あまりの後に蘇よみがえり、冥土めいどのことなどを語った例が幾つも書籍に記されている。しかし、十日以後に蘇生したという事例は見当たらない。頓死とんしした場合は注意すべき点であろう。

            　なお、葬礼の場で蘇よみがえった際に、家に帰さずに打ち殺すという言い伝えには理由があるという。京房けいぼうの記した易伝えきでんによると、

            　

            至しい陰ゐん陽やうと為なり、下人かじん上かみと為なる。厥それ、妖人ようじん死せり復また生よみがへる

            （陰が陽となり、下の者が上となる。これは死んで再び蘇よみがえった妖人ようじんである）

            　

            　とあり、死者がしばらくして蘇よみがえるのは下克上の兆しであるため、蘇生しても撲殺するのだという。

            　

            　大内義隆よしたかの屋敷で女房が死去し、野に送り出して埋葬しようとしたところ、突然息を吹き返した。打ち殺すのはあまりに気の毒だと連れて帰って剃髪ていはつにし、僧衣を着せて無理やり尼にしたが、半年ほど後に死んでしまった。果たしてその年、義隆は家臣・陶すえ尾張守おわりのかみ晴賢はるかたによって国を追い出されてしまった。

            　また、永禄えいろく年間、光源院こうげんいん殿（足利義輝よしてる）の家で使っていた下部しもべが急死した際、二日間安置したが生き返らなかったので、若い下部しもべたちが屍しかばねを千本せんぼんに埋葬しようとした折に急に蘇生した。撲殺して埋めようとしたものの、手を合わせて泣き叫びながら助命を嘆願したため、さすがに不憫ふびんに思って連れて帰り、部屋で安静にしていたところ、四、五日の間に普段の状態に回復した。その年の五月、三好・松永が謀反を起こした。

            　屍しかばねは陰の気で、蘇よみがえると陽になる。これは下の者が上を侵す前兆だという理由で、葬場そうじょうで蘇生したものは二度と家には帰さずに打ち殺す。これは理にかなったことであろうか、それとも不合理なことだろうか。ともあれ、死人の一族の大半は生き残っているのだが。

            　

            　

            （了）


        
        
            幽霊ゆうれい夫をつとに逢あふて話かたる

            　

            　

            　野路のじ忠太ちゅうたは近江おうみ国の者である。妻は同国野洲やす郡の平民の娘で、二人の間に長女が生まれたものの生後間もなく死去し、他に子は授からなかった。

            　永禄えいろく十三年、忠太は商売のために鎌倉に下った。しかし、自国も他国も乱れて街道は封鎖され、三年もの間、故郷に帰ることができなかった。

            　ある夜の夢で、妻が桜の木の陰で散る花を見て悲しんで泣いていたかと思うと、急に井戸の底を覗のぞき込んで笑った。夢から覚めた忠太は不審に思って易者に尋ねた。

            「風で散る花と井戸は黄泉路よみじを現しております。その夢はよろしくありません」

            　三日後、もののついでに確認してみたところ、妻は風邪を患った後に死去したことを知り、ひどく悲しんだ忠太は近江国に帰った。

            　妻の面影を慕いながら普段使っていた調度品を眺めているうちに、いまさらながら悲しみが込み上げ、とめどなく涙が零こぼれた。

            「生前の愛情は深かったとはいえ、臨終の折にはきっと自分を恨んだに違いない」

            　何事につけても嘆きは深まる一方で、寝ても覚めても妻の面影を恋しく思いながら歌に詠んだ。

            　

            思ひ寝の夢の浮橋とだえして覚むる枕に消ゆる面影

            （思いを寄せる妻と夢の中で逢あっていたが、今や浮橋が途絶え、目覚めた後の枕元に妻の面影は消え失うせていた）

            　

            「もし、恋い悲しんでいるわたしの心を知ったら、せめて夢の中だけでも会いに来て欲しい」

            　独り言をつぶやきながら日々を暮らした。

            　

            　時は秋の中頃で月は明るく、爽やかな風が吹き、壁で蟋蟀こおろぎが吟じ、草むらで虫たちが集まって鳴いている。折に触れ事に触れ、露つゆと涙が置き争い、枕を調えても眠ることができない。

            　既に夜が更けた頃、女の泣く声が微かすかに聞こえ、次第に近づいてきた。耳を澄ますと妻の声に似ている。

            「もし我が妻の幽霊なら、必ずもう一度逢あいに来るはずだ。娑婆しゃばと冥途めいどに隔てがあるとはいえ、生前に交わした深い契りは死んでも忘れない」

            　やがて女が窓の近くにやって来て告げた。

            「わたしはかつてあなたの妻だった者です。黄泉路よみじに行っても悲しみ嘆くあなたの思いが耐え難く、今宵、こうして参りました」

            　忠太ちゅうたは涙を流して言った。

            「どうして心の内で思っていることを筆で書き尽くせよう。歌に連ね、詩に作ったとしても、言の葉の末には残りも多い。どうかもう一度姿を見せて逢あってくれないか。そうすれば何の恨みもない」

            　必死に訴え掛けると妻は泣きながら答えた。

            「人の生きる世と黄泉路よみじは道が異なるため、お逢いするのはとても厳しいです。それにもし姿を現して顔を合わせると、あなたもいぶかし怪しむに違いありません」

            　いよいよ悲しく思っていると、妻が余志子よしこという女童めのわらわを伴ってうっすらと姿を見せた。

            　忠太は余志子よしこに尋ねた。

            「お前は確か三年前に、故郷に帰った後に亡くなったと風の便りに聞いていたが、どうしてやって来たのだ」

            「主あるじ様がどうなさっているか起き伏し案じておりましたが、思い掛けぬ病を患い、故郷に戻っても容体が悪くなる一方で、結局死んでしまいました。黄泉路よみじで後から奥様がいらっしゃいましたので再びお仕えし、付き添いとして参りました」

            　灯火ともしびを手に屋敷の中へ呼び入れると一人の老女がいた。何者かと尋ねると妻が代わりに答えた。

            「この者はわたしの乳母めのとです。わたしが死去したことを悲しみ、今はもう頼みにする者がいないと身を投げて亡くなりましたが、今宵、一緒に参りました。人の気きは生きているうち陽ようで、死ぬと陰いんに帰ります。道が隔たり居場所が変わっても、あなたを思う心は変わりません。あなたの誠実な情愛に感じた冥官みょうかんに、いま少しの暇いとまをいただきました。千年に一度の逢瀬おうせを嬉うれしく思うものの、やがて別れなければならないことを思うと悲しくてなりません」

            　語りながら流す涙は、さながら雨のようであった。

            「死んでから何か旨うまいものを食べているか」

            「黄泉路よみじでは生臭いものを嫌いますので、普段、食しているのは粥かゆです」

            　粥を用意して並べると妻と余志子よしこ、老女は口にしたが、夜が明けた後に確認するとそのまま残っていた。

            　食事を終えると、妻は忠太に向かって言った。

            「六年前、産衣うぶぎに包まったまま亡くなったあの子に会いたいとは思いませんか。今では随分大きくなっています」

            「死んだときはわずか二歳だったが、来世でも年月を重ねて成長するのか」

            「年月に従って成長するのは現世の人と変わりません。死んだ後の四十九日の中陰ちゅういん、一周忌から始めて五十年忌まで、この世と同じ年月で数えます」

            　程なく死んだ子が現れ、目の前に跪ひざまずいた。年は七歳、容姿は麗しく、生まれつき利発聡明そうめいで大人びて見えた。忠太は涙を流しながら髪をかき撫なでた。

            「もし、お前が生きていたら、母の忘れ形見として育てることもできたのだが。お前がこの世を去ってから、わたしたちは子に恵まれなかった。現世でこのように大きくなっていたら、さぞかし嬉しく思ったであろう。今夜を最後にまた会えなくなるのが何とも恨めしい」

            　そう言って愛いとしい我が子をかき抱こうとしたが、雲煙うんえんのように手で触れることもできずに消え失せてしまった。

            「ところで、黄泉路ではどこに住んでいるのか」

            「あなたのご先祖である野路のじ姓の初代の方が、鬼の王のような風格で一の座におります。以後の方々は天地に戻り、黄泉路にはいらっしゃいません。あなたのご祖父母とご両親、ご姉弟きょうだいは同じ場所にいて、わたしは姑しゅうとめ殿の右に座っています」

            「神霊たちの住む場所がそのように定まっているのは分かったが、どうして元の身体に戻って生き返らないのだ」

            「人は死ぬと魂こんは陽ように、魄はくは陰いんに帰ります。黄泉路には司命しめい・司録しろくという役人がいて、人のすべてを記録し、元の肉体は土となります。この鬼録きろくに掲載されると、思うまま帰ることができなくなるのです。例えるならば、夢の中で自分の肉体がある場所を把握していないまま、魂魄こんぱくだけで様々なものを見るようなものです。わたしも死去してからのことは、死んだ場所を覚えておらず、葬礼そうれいがあった場所も埋葬された地も知りません」

            　嘆き悲しみながら話をしているうちに深夜の時分を過ぎた。

            「ちなみに、死んで黄泉路に集まった男女が互いに夫婦になることもあるのか」

            「そのような事例もありますが、道理を知る男性は再び妻を求めず、妻が死去した後に黄泉路で行き逢って再び契りを結びます。女性も貞節な者は新たに夫を持たず、娑婆しゃばの夫が死去した後に再会して夫婦となります。生前、心が邪よこしまでみだりに悪事を働いた者は、死後、男女を問わず地獄へと落とされ、夫婦となることが叶かないません。現世の人が罪を犯して牢獄ろうごくに入れられ、夫婦で一緒に住めないようなものです。わたしも西国のさる高家の方に妻にならないかと誘われましたが、貞潔ていけつを守りたいのでお断りし、一人で住んでおります」

            　忠太はひどく耐え難い思いで悲しんだ。千夜を今宵の一夜にして、もっと夜が長く続いて欲しいと嘆いたが、やがて鳥の声や鐘の音がし、既に明け方の雲が棚引き、そこかしこで人々の袖が見える頃になった。

            　妻は泣く泣く小袖の襟えりを解き、形見として渡しながら歌を詠んだ。

            　

            別れての形見なりけり藤衣ふぢごろもゑりにつつみし玉の涙は

            （藤のつるで織った喪服の襟えりに包んだ涙を、別れた後のわたしの形見として持っていてくれませんか）

            　

            　忠太は涙ながら形見の品を受け取った。

            「黄泉路にいてもわたしのことを忘れないでいてくれるなら、これを見て心を慰めてくれ」

            　そう言って、取り出した白銀の香炉を妻に渡しながら返歌を詠んだ。

            　

            亡き魂たまよ異なる道に帰かへるとも思ひ忘るな袖の移り香が

            （亡き妻の魂よ。黄泉路に戻っても、わたしの袖の移り香を忘れないでいてくれ）

            　

            「次にお前と再会できるのはいつになるのだ」

            「今から四十年間、長い契りをお待ちください」

            　妻は声を惜しまずに泣き叫びながら出て行ったが、その姿は次第に朝明けの霧の間に隠れて見えなくなった。

            　俗世を嫌った忠太は剃髪ていはつして衣を墨に染め、諸国を行脚あんぎゃして定住しなかった。その後、高野山に登り、経を読んで念仏を唱えて妻の菩提ぼだいを弔い、同じ蓮華れんげの台に座して往生することを願ったという。

            　

            （了）


        
    

    
        巻之五

        　

        一、和銅わどうの銭ぜに

        二、幽霊諸将を評す

        三、焼亡ぜうもう定まる限り有り

        四、原はら隼人はやとの佐すけ鬼胎きたい


        
            和銅わどうの銭ぜに

            　

            　

            　その昔、京都四条の北にある大宮の西側に淳和じゅんな天皇の離宮があり、西院と呼ばれていた。後に橘たちばな太后たいこうが住んだという。世が移り、かつての宮殿はすべて失われ、わずかに名だけが残り、今は農民たちが住んでいる。

            　文明ぶんめい年間、長柄ながら昌快しょうかいという学業に優れた僧都そうずがいた。世を嫌って西院の里に草庵そうあんを結び、引き籠こもって静かに仏道修行をしていた。

            　ある日、怪しげな男が昌快の庵いおりを訪れた。年は五十歳前後で、その容姿はとても普通の者には見えなかった。上が丸く、下に角のある帽子を被かぶり、身に着けている直衣のうしは浅黄あさぎ色で、細い糸で織られた生地は蝉せみの羽のように軽やかで薄い。男は秩父ちちぶ和通かずみちと名乗り、昌快と差し向かって座り、様々な話をした。

            「わたしは武蔵むさし国秩父ちちぶ郡の者で、少し前に都に上りました。以後、この国の諸国で足を運んだことのない場所も、見たことのないものもありません」

            　昌快は「これは人間ではない」と思いながら、しばらく問答を続けた。男は真言しんごん三部の秘経、金剛こんごう界・胎蔵たいぞう界の曼荼羅まんだら、印明いんみょう陀羅尼だらに、灌頂かんじょうのことまで詳しく理ことわりを語り、その内容は昌快がまだ知らないことも多かった。また、世が移りゆく有様や今昔の話を、まるで自分の目で見たように語った。

            「あなたの帽子は、日本で作られた物とまったく似ておりません。外側が丸く、内側が四角なのはどうしてなのですか」

            　昌快しょうかいの問いに男は答えた。

            「およそ天地万物の形は種々様々とはいえ、突き詰めると丸形と方形の二つ以外にはありません。わたしは外を丸く、中心を四角にしています。天の形は円で、地の形は四角です。丸い物は偏りがなく、四角は正しい物です。このため、わたしの道は万物に偏らず、万物から外れることもなく、常に正しく、曲がってゆがむことはありません。これを現した帽子を頭に被かぶっているのです」

            「あなたの直衣のうしは細い糸で織られており、とても軽く、薄い生地です。これはどこの国で織られたものですか」

            「これは五銖しゅの衣といいます。天上の衣は三銖と言いますが、下天げてんの衣はすべて重い五銖・六銖です」

            　昌快はいよいよ相手が人間ではないと考え、重ねて尋ねた。

            「あなたは本当は何者ですか。どうか名乗ってくれませんか」

            　男は笑って答えた。

            「僧都の深い道心に感じたので、ここに来て物語をしたまでです。今、名乗らなくてもすぐに分かることでしょう。今日はもう日が暮れてきたので、これにて失礼致します」

            　そう言って座を立ち、外に出た。昌快が後ろ姿を見守っていると、庵いおりから東に二十間けんほど先にある竹やぶの前で男の姿は見えなくなった。

            　

            　翌日、里人に頼んで男が消えた場所を掘ってもらったところ、三尺ほど下に箱が埋まっていた。箱の中には百文もんの銭があり、他には何も入っていなかった。昌快しょうかいが手に取って確認すると、それは和同通宝の古銭だった。よくよく考えてみると、あの「秩父ちちぶ和通かずみち」と名乗った男はこの銭の精に間違いない。昌快は地面を掘った里人を呼んで一部始終を話した。

            「初めから男の容姿が妙だと思っていましたが、改めて考えると合点が行きます。第四十三代・元明天皇の時代、都は摂津せっつ国の難波宮なにわのみやでしたが、ある年の七月に武蔵むさし国秩父郡から初めて銅が献上されました。これにより、慶雲きょううん五年を改め、和銅わどう元年と改元し、その年に初めて献上された銅を使って銭が作られました。和銅通宝の古銭はそのときに造られたものに違いありません。男の帽子の外側が円形で内側が方形だったのは、銭の形状を現しています。青色の直垂ひたたれは銅の錆さびだったのでしょう。五銖しゅの重さは銭の重さを現し、和通かずみちという名は和銅通宝を略したものです。秩父の出身だというのは銅の産地だからです。都に上り、諸国をあまねく巡り見たと言っていたのは、銭となって諸国で使用されたことに相違ありません。そもそも、銭の外側が丸いのは天をかたどり、穴が四角なのは地面をかたどっています。裏表は陰陽を現し、四方を象かたどる四つの文字は年号を記して、天下を賑にぎわす宝としました。銭は足がないのに遠くまで走り、翼もないのに高く上がります。無愛想な人も銭を前にしたら笑みを浮かべ、無口な人も銭を見れば口を開きます。杜預とよには『春秋左氏伝』の癖があり、白楽天はくらくてんには詩の癖がありました。樊光はんこうは銭の癖があったとはいっても、銭の癖は誰にでもあります。鬼を従え、兵を使う場合も、銭以上の手だてはありません。欲深い者が銭を前にすると、まるで飢えた者が食べ物を求めるように取り乱し、貪欲な者が銭を得ると、病人が薬師くすしに見てもらったように元気になります。よって、銭は誠の宝と言えます」

            　昌快しょうかいは笑いながら百文の銭を里人たちに分け与えると、真言しんごん陀羅尼だらにを唱えて供養した。

            　その後、里人たちの家は繁盛して豊かになり、昌快を敬って大切に世話をした。しかし、後に山名やまなの乱が起きると人々は離散し、昌快の行方も分からなくなり、古銭もすべて失われてしまったという。

            　

            （了）


        
        
            幽霊諸将を評す

            　

            　

            　甲斐かい国郡内ぐんないに鶴瀬つるせ安左衛門あんざえもんという男がいた。その昔、恵林えりん寺で行者ぎょうじゃをしていた頃は安蔵主あんぞうすという名だったが、気配りの才覚に優れていたことを武田信玄に気に入られ、還俗げんぞくして小禄しょうろくで召し抱えられてからは鶴瀬安左衛門と名乗っていた。

            　永禄えいろく九年七月十五日、安左衛門は盂蘭盆うらぼんの法要をしてから甲府こうふに出て、家中の拝礼はいらいを済ませると日暮れになった。恵林えりん寺の快川かいせん和尚に面会しようと西郡にしごおりに赴いたが、どうしたことか一緒にいた従者たちを見失い、誰一人としてついて来ない。仕方なく一人で向かうと、寺の門外で多田ただ淡路守あわじのかみとすれ違った。

            「淡路守殿は信玄公の秘蔵の足軽大将で、武勇・力量ともに優れ、家中で認められているだけでなく、近隣諸国の諸大将にまで名を知られている。信濃しなの国の戸隠とがくし山で鬼を切ったこともある人物だが、確か永禄六年十二月二十二日に病死したはずだ。先ほど見掛けたと思ったのは、夢でも見たのだろうか」

            　不思議に思いながら寺に近づくと、数人の男たちが安左衛門あんざえもんに声を掛けてきた。

            「これから庭に集まって精霊しょうりょう送りをするところなのですが、いい機会なので一緒に遊んでいきませんか」

            　中へ入ると寺の庭にはむしろが敷かれ、誰かを待っていると思おぼしき小姓の者たちが腰を屈めている。

            　しばらくすると、越後えちご国・長尾ながお謙信けんしんの家臣である直江なおえ山城守やましろのかみ、北条氏康うじやすの家臣である北条左衛門佐さえもんのすけ、武田信玄しんげんの軍法師範である山本勘介かんすけ入道道鬼どうきがやって来た。上座に山本が上がり、次に直江、その次に北条が座り、軍法のことなどを語り合った。

            　北条左衛門佐が言った。

            「ところで、武田信玄は知謀・武勇を兼ね備え、思慮深く、軍陣は常に堅固で士気も高く、威勢を失うことはない。敵に向かって戦うときは流水のごとく、勝ち戦では晴天に燦然さんぜんと星が輝くようである。気性の潔さは水晶すいしょう輪りんに例えられるが、みずから武勇を誇り、諸将の和を求めぬため、四方を敵国に囲まれて常に苦しめられている。軍の備えは兵法に記されているように虚実の勢分せいぶんを守っているが、奇策（奇襲）と正策（正面攻撃）を上手く併用できないため、小利を得ても大勝はない。戦術において不安なところはなく、大敗することはなく、その権威も高く、光り輝いてはいるものの、もはや草創の頃のような功こうを得ることもなく、ただ自国の境界を守っているばかりで、最後まで大業を成し遂げることはないだろう」

            　続いて、山本勘介かんすけが口を開いた。

            「いずれの将も何かしらの徳を備えている。しかしながら、一つの戦術に固執して偏った策に心を奪われ、変化へんか無方むほうの理ことわり（兵法には決まった型がないこと）を失念しているため、大業を成し遂げることができない。――長尾ながお謙信けんしんは北越で無双の猛将で、剛毅ごうきな性格と強靱きょうじんな肉体で並ぶ者はいない。その身は越後えちごにありながら、東海や北陸まで威勢が輝いている。戦えば必ず敵を打ち破り、陣立ては鋭く、変化に富んだ奇策・正策を自在に用い、まるで自分の手足を動かすように大軍を率いる。敵の大軍を前にしても地を這はう虫けら以下の扱いで、急襲して敵を追い散らす様は、さながら砂を撒まくようである。誰がそのような者に矛先を向けようか。だが、ひたすら武勇を求め、小さな戦にも多くの兵卒を費やし、常に後方を気に掛けつつ、国の防備を固めないことで己の勇敢や正義を示そうとするため、いくら配下の兵たちに忠誠心があっても天下統一は難しいであろう」

            　これに直江なおえ山城守が応じた。

            「いずれの大将も長所には青天せいてんに昇るような美点が現れ、短所には深淵しんえんに沈むほどに欠点が出て、評価が定まらない。孟子もうしに『彼かれも一時、此これも一時』と記されているように、すべてのものは時と共に移り変わる。ただ、天命に従わなければ大業を遂げることはできない。――諸将の中で、北条氏康うじやすは生まれつき非常に温和な性格で、家臣たちに慕われ、篤実とくじつな上に仏の道を修めた人物である。陣立ては緩やかだが本陣は堅固で、敵に勝つために刃やいばだけに頼らない。自軍の勢いを見定めて兵を浪費せず、天運を待ち、危険な策は用いない。このため、結果が出るまでに時間は掛かるが、一度得たものは失わない。常に権威を内に隠し、謙譲の姿勢で振る舞っている。だが、時と場合によっては無能な将にさえ劣る。氏康はひたすら和を好み、兵を惜しむため、武勇においては信玄・謙信にまったく及ばない。守文しゅぶんの徳（武を用いずに文で国を治めること）のみに優れ、祖父や父が成し遂げようとした覇業を怠っている。従って、天下統一の大業がかなうことはなく、その威名いめいもいささか低いと言わざるを得ない」

            　続いて、多田ただ淡路守あわじのかみが進み出て発言した。

            「確かにあなた方の評価には一理ありますが、我々が名将の真価を計り知れましょうか。いずれの将も深謀しんぼう遠慮えんりょがあるに相違ありません。古いにしえのことわざに、『千丈じょうの堤つつみも螻けらと蟻ありの穴から崩れる』と言います。この戦国の世において信玄・謙信・氏康が諸将の中で最も秀でた名将だと評価されているとはいえ、諸国には徒党を組み、権謀けんぼうを巡らす者たちが大勢います。その中から、小将が謀はかりごとを用いていきなり大将を倒すことも十分あり得る状況です。――近年、尾張おわり国の織田信長は既に全国統一の志を抱き、近国を従えながら次第に大国と肩を並べるようになってきています。弘治こうじ二年、猛将の誉れ高く、大軍を率いていた駿河するが国の今川義元よしもとをわずかな期間で滅ぼしました。信長はさらに遠謀えんぼうを巡らし、剛強ごうきょう・武勇にして知謀兼備の信玄に対し、親交を深めて縁を求め、自分の伯母を秋山伯耆守ほうきのかみ虎繁とらしげの妻にし、姪めいを勝頼かつよりの側室に入れ、甲府こうふに絶えず使者を遣わし、音信を尽くしてひたすら臣下の礼を取り、信玄の機嫌を取って追従ついしょうしています。しばらく信玄の武勇をなだめて後顧の憂いを絶ち、眼前の敵を討ち従えようとしているのでしょう。まず第一に、光源院こうげんいん・足利義輝よしてる公の弟である義昭よしあき公を擁立し、義兵を挙げると称して軍兵ぐんぴょうを集め、敵を討とうとしています。第二に、兵法に『本末前後あり』と言うように、まず五畿内の弱兵を攻め伏せて勢力を増やし、東海・北陸の強敵と和睦しながらも、後々討ち取るつもりでいます。第三に、中国・西海さいかいの弱敵には武威を誇示し、東北の強敵にはへりくだってなだめています。家臣団を強化して軍兵を多く集め、人に先立って京都を鎮めました。今の世で天下統一の大業を成し遂げるのはきっと信長でしょう。信玄・謙信・氏康は自分の領土を死守するだけで疲労し、いずれ滅亡すると思われます」

            　座の人々が感心しているところに、上野こうずけ国箕輪みのわ城主だった長野信濃守しなののかみ業正なりまさがやって来た。この者は関東管領かんれい・上杉憲政のりまさの家臣で、知謀無双で知られた譜代ふだい侍だったが、武田信玄に挑み戦い続けること七年目に病死し、その後、程なく子息の右京進うきょうのじょう業盛なりもりは信玄に城を落とされて一族は没落した。

            　座に来た信濃守が左右を見回すと、山本勘助が一の上座にいるのが目に入った。無礼だと思った信濃守は会釈もしないで勘助の上座に上がり、刀の柄つかに手を掛けて詰問した。

            「山本の傍若無人な態度には納得できぬ。お前はどれほどの手柄を立て、かような高慢な振る舞いに及ぶのだ。そもそもお前には三つの大罪がある。世の人々はこれらを知らぬがため、千年の苔こけの下まで軍道ぐんどう鍛錬たんれんの名を盗み、ほしいままにしているが、これからお前の罪を顕あらわにし、罪過ざいかをつまびらかにしてやろう」

            　勘助は少しも臆おくすることなく、「それならば、早く語りたまえ。詳しい話を聞こうではないか」と答えた。

            「その昔、信玄がまだ若かりし頃、好色に溺おぼれて国の政まつりごとを怠った。板垣いたがき信形のぶかたに繰り返し諫いさめられてようやく心を入れ替え、敵を討って国を併合する謀はかりごとに専念し始めたが、信濃国諏訪すわ大社の祝部はふりべ・諏訪頼重よりしげが降参して旗下はたしたに付き、甲府に参じようとした折に、お前は主あるじに次のように進言した。『頼重を殺して城を奪わなければ馬の脚が立つ場所もなく、信州を手に入れることはかないません。だまし討ちにし、信州攻略の拠点としましょう』と。お前の策は実行に移され、下ってきた頼重は殺された。世に『窮鳥きゅうちょう懐に入れば猟者も殺さず』ということわざがあるが、既に恭順きょうじゅんの意を表していた頼重を殺したお前の行為は人の道理に外れ、仁の道に背くものだ。よもや、あれを軍法の秘事、知略の一つとでも言うつもりはなかろうな。明らかに非情な所業で、武道の本意からもかけ離れたものであり、その残忍な心は虎狼ころう同然だ。しかも、眉目びもく秀麗しゅうれいな頼重の娘に心を奪われた信玄が、自分の妾めかけに召し抱えようと考え、密かにお前に相談した際に、何ら問題はないと答えた。信玄はその言葉に従い、奪い取って側室にしたが、お前の佞奸ねいかんは甚はなはだ憎むべきもので、生まれながらにして人が持つ純粋な心根を破り、正道せいどうを失ったものである。目の前で父親の首を刎はねられた敵の娘を奪って自分の妾にし、すべてを忘れて己の欲望のはけ口にするのは、仁者じんしゃのすることではない。どうしてあのときに理ことわりを説いて諫いさめなかったのだ。その後、妾の腹から勝頼かつよりが生まれた。妾から見れば、嫡子・義信よしのぶは継子ままこだ。口達者で利口だったので、義信を憎むだけでなく、信玄に様々な讒言ざんげんをした。信玄は決して思慮は浅くなかったが、色に溺れ、心を奪われていたために、妾の言葉を信じて義信を殺し、他にも譜代ふだいの忠義の臣・飯富おぶ兵部ひょうぶをはじめ、長年、功績があった八十余人の侍を咎とがもなく殺した。ひとえにお前の奸計かんけいが元で、諫いさめるべき主の行いを放置し、非道に従って口を閉ざしたことに原因がある。これがお前の第一の罪である。次に、信玄の父・信虎のぶとらは剛毅ごうきで不敵な人物だったが、一方で偏屈で頑固な人となりだった。信玄がまだ晴信はるのぶと名乗っていた頃、信虎は嫡男の信玄を追放して次男の信繁のぶしげに家督を譲ろうとしたため、信玄は舅しゅうとの今川義元よしもとと結託して信虎を追放し、家督を奪い返した。信虎は北条氏真うじざねの庇護ひごの下、駿河するがで蟄居ちっきょさせられ、魂が抜けたような有様で月日を送った。その後、信玄は自分の不孝を思い知り、信虎を甲府に呼び戻して孝行しようと思ったが、その際にお前は次のように諫いさめたな。『信虎公がお戻りになったら、きっとまた悪心で家中を乱すことになるでしょう。ただ、このまま捨て置くのがよろしいかと存じます』と。結局、信虎は今も駿府すんぷで流浪し、後代まで親不孝の名を信玄に残すことになった。お前の奸計かんけいはまったくもって不義である。これが二つ目の罪だ。最後は川中島の合戦の件だ。信玄から全軍の指揮を任されたお前は、敵陣が西條山さいじょうざんにあると決め込んで川沿いを警戒しなかったため、夜陰に乗じて謙信が千曲ちくま川を渡ったことにまったく気づかず、翌朝、驚いて陣を立て直す羽目に陥った。攻撃を受けた右翼は元から手薄だった上に、義信よしのぶや望月もちづきなどの弱将をあてがったためにあっという間に破られた。このまま一気に押しつぶそうと、謙信は自ら前線に出て信玄の本陣を切り崩したが、西條山に備えていた軍兵が引き返し、信玄は万死に一生を得ることができた。しかし、この合戦で典厩てんきゅう信繁のぶしげ・諸角もろずみ豊後守ぶんごのかみ虎光とらみつ・初鹿野はじかの源五郎げんごろう忠次ただつぐをはじめとした大勢が戦死した。戦いには勝ったものの多くの兵を失い、お前自身も負け戦を恥じて討ち死にしたが、そもそもは備えを怠ったのが原因である。そのようなお前をどうして軍法鍛煉たんれんの師範と見なせようか。これが三つ目の罪である。ところで、お前は三河国の牛窪うしくぼを出た後に、武道修行と称して諸国を巡り、四国で尾形某なにがしと出会って軍法を伝授され、城の縄張りに関する秘事を得たという。しかし、お前が縄張りを築いた城が今のどこにあるというのか。今川家に嫌われて甲府をさまよい、信玄に召し抱えられて知行をもらい、これを自慢するためにわざわざ駿河に行ったのは若輩者の所業で、世の笑い種ぐさであろう。幸いにも武田家に用いられ、軍法師範の名を盗んで星霜せいそうを重ねたが、信玄はいまだに大業を成し遂げていない。さすれば、お前に何の勲功くんこうがあろうか。なお、お前は我が一族の敵かたきであり、目の前にして許すのは冥土めいどの大帝も許さぬ故、此度こたびの非礼はやむを得ぬことであると理解し給たまえ」

            　勘助は一言も反論できず、黙って座を退いて長野業正なりまさに譲った。

            「この場には諸家の名臣だった方が多くいらっしゃるが、わたしは一城を預かっていた身であるため、一の座に座らせてもらう。この無礼をどうかお許しいただきたい」

            「もはや遺恨を抱いてはなりません。すべてを水に流しましょう。終わってみれば一夜の夢のようなものです。ただ酒をのんで楽しみましょう」

            　そう言って多田淡路守が酒と肴さかなを取り出し、座の者たちは互いに何度も杯を傾けた。

            　やがて、長野信濃守業正なりまさが詩を吟じた。

            　

            義は重く命の軽きこと鴻毛かうもうの如し

            （義は重く、命は鴻おおとりの毛のように軽い）

            　

            肌骨きこつ今銷きえて艾蒿がいかうに没す

            （今、肉体が消え、よもぎの中で一生を終える）

            　

            山は平たいらぐ宜べく重淵てうゑんは塞ふさぐ宜べし

            （山が平らになるまで、深淵しんえんが塞ふさがれるまで）

            　

            残魂ざんこん尚なを誓ひて節操高し

            （残った魂は、節操を高く保ち続けることを誓う）

            　

            　続いて、北条左衛門佐さえもんのすけが詠んだ。

            　

            泉路せんろは茫々ぼうぼうとして死生を隔つ

            （黄泉よみじは広く、生者と死者の世を隔てている）

            　

            落魂らくこん何を索もとめて武名を胎のこす

            （死者の魂は、何を求めて武名を残そうとするのか）

            　

            古往こわう今来こんらい凡すべて是これ夢

            （過去から今日に至るまで、すべてが夢である）

            　

            黄泉くはうせんに耳を峙そばだてて風声を聞く

            （黄泉に湧く水に耳をそばだて、風の音を聞く）

            　

            　さらに直江なおえ山城守が続いた。

            　

            物換かはり星移る幾度の秋ぞ

            （万物が変わって星が移り、いったい何度目の秋であろうか）

            　

            鳥啼なき花落ちて水空むなしく流る

            （鳥が鳴き、花が落ち、水がむなしく流れる）

            　

            人間何事ぞ惆悵ちうちゃうするに堪へたり

            （人が嘆きや恨みを堪えなければならないのはどうしてなのか）

            　

            貴賤同じく土一丘いつきうに帰す

            （貴賤に関係なく、誰もが同じ丘の土へと帰る）

            　

            　山本勘助は、「わたしは文芸に通じていない。ただ軍道だけを鍛錬し、他のことは一切分からないが、この場に連なっている今、思っていることを言わずにいられようか」と前置きして吟じた。

            　

            平生へいぜい知略胸中に満てり

            （普段から知略が胸の中に満ち溢あふれ）

            　

            剣は秋霜しうさうを払い気は虹を吐はく

            （剣は秋霜しゅうそうを払い、気は虹を吐いていた）

            　

            身後しんこう何ぞ謾みだりに興廃けうはいを論ぜん

            （死後、どうしてみだりに国の興亡を論じようか）

            　

            憐れむ可べし怨魂えんこん深叢しんそうに嘯うそぶくを

            （深い草むらで怨恨えんこんを口ずさむわたしを、どうか哀れんで欲しい）

            　

            　最後に多田ただ淡路守が詠うたった。

            　

            魂こんは冥漠めいばくに帰し魄はくは泉に帰す

            （魂こんは天上に帰り、魄はくは黄泉よみじに帰る）

            　

            却かへつて恨む人世じんせい名聞みやうもんの権

            （今となっては、人の世にいた頃の名声がかえって恨めしい）

            　

            三尺の孤墳こふん苔こけ累々

            （誰も訪れない三尺の墓には苔こけが生むしている）

            　

            暫しばらく幽客ゆうかくに会ふ恵林ゑりんの辺ほとり

            （恵林えりん寺の辺ほとりで珍しい客人たちと出会い、しばらく語り合った）

            　

            　このやり取りを目にした安左衛門あんざえもんは不可解に思った。

            「果たしてこれは夢か現うつつか。確かに恵林寺の庭だが、座にいるのは故人たちばかりだ。夢でなければわたしは既に死んでいて、ここは冥土めいどということなのか。子細を尋ねよう」

            　すると、法螺ほら貝と太鼓の音が響き、庭にいた人々が「心得た」と声を上げたかと思うと、そばにある太刀や刀を急いで取って駆け出し、一人残らず姿を消した。我に返ると安左衛門はただ一人、恵林寺の庭に座していて、夜がほのぼのと明けていた。

            　あまりにも不可思議な体験に、急いで甲府に戻って信玄に対面し、密かに報告した。

            「お前は狐に化かされ、そのようなつまらぬものを見たのだろう」

            　信玄は一笑に付したものの機嫌を損ねたため、恐縮した安左衛門は郡内ぐんないに帰り、筆に記して箱の中に納めたという。

            　

            （了）


        
        
            焼亡ぜうもう定まる限り有り

            　

            　

            　西の京（右京）に冨田とんだの久内ひさうちという男がいた。若い頃から情が深く、慈悲の心の持ち主だった。

            　ある日のこと、久内は家を出て北野天神に参詣した。その帰路、茶店の縁台えんだいに腰掛けて茶を飲んでいると、十二、三歳と思おぼしき小法師こぼうしがやって来た。顔が青ざめている上に痩せこけ、疲れ切った様子だったので、どこから来たのかと声を掛けた。

            「わたしは東山の辺りに住んでいる者です。今朝からあちこちに使いとして駆け回っていたため、まだ何も口にしておりません。師の僧の命に従うほど、身も心も苦しいことは他にありません」

            　不憫に思った久内は餅もちを買って食べさせた。

            　その後、二人は連れ添って茶店を出て、内野うちのの方へと向かった。

            　右近うこんの馬場に到着すると、小法師が久内に告げた。

            「実を申しますと、わたしは人ではございません。火の神の使者として、焼亡じょうもうや火事の役に任じられております。あなた様は情け深く、慈悲のある方なのでお話ししますが、明日、北野・内野・西の京がすべて焼失します。あなた様の家を燃やしたくはありませんが、わたしには止める術すべがありません。焼亡の予定区域に入っておりますので、早く屋敷にお戻りになり、財宝や生活用品を持ち出し、他の場所にお移りください。わたしは後から遅れて参ります」

            　言い終わった直後、小法師の姿はかき消えた。

            　奇妙なことだと思いつつも、急いで家に帰った久内ひさうちは家財などを持ち運んで別の場所に移した。不審に思った人々が子細を尋ねても理由を話そうとしなかったため、強引に問いただして聞き出したが、その内容に皆は声を上げて嘲笑ちょうしょうした。

            「あいつは何を言っているのだ。狐にでもたぶらかされてあり得ない話を吹き込まれたのだろう。慌てふためいて家具を取り外し、資財や調度品を運び出して、家の建て直し料を無駄遣いするつもりか」

            　

            　当時、西の京（右京）と東の京（左京）の人々は酒麹さけこうじの売買で座を設けていたが、その年の三月頃、座が破られた旨の訴えが公方くぼうに寄せられた。時の管領かんれい・畠山はたけやま入道徳本とくほん（持国もちくに）は、弁論の場を開いて互いの訴えを聞いた後に、東の京に理りがあり、西の京に法度はっとに背いた咎とががあると判断を下した。

            　西の京で酒麹を売る人々は裁定結果に反発し、ならず者たちを大勢集めて北野天神に立て籠こもった。管領は何とかしてなだめようとしたが、先方は話を聞き入れようとせず、何が何でも東の酒麹商人たちを討ち果たすと言って引かない。管領は侍所さむらいどころの京極持清もちきよに命じて武士を差し向け、絡め取って牢獄ろうごくに入れようとしたため、立て籠もった者たちは捕らえられてなるものかと抵抗した。

            　文安ぶんあん元年四月十二日、ついに籠城側は社やしろに火を放って自害したが、折しも怪しげな強風が吹き、社頭しゃとう・僧坊そうぼう・宝塔ほうとう・回廊かいろうが一瞬で灰燼かいじんと化し、さらに飛び火が民家に燃え移り、西の京はことごとく焼け野原となってしまった。

            　

            （了）


        
        
            原はら隼人はやとの佐すけ鬼胎きたい

            　

            　

            　甲斐かい国を治める武田信玄の家臣・原はら隼人佐はやとのすけ昌勝まさかつ（原昌胤まさとし）は、加賀守かがのかみ昌俊まさとしの子である。

            　昌俊は同国高畠たかばたけの生まれで、信玄の下で何度も武勲を立てたが、臨終に際して武士の心構えをしたため、息子の昌勝に遺言として残した。

            「鳥や獣、地を這はう虫の類たぐいまで、生きとし生けるものにはそれぞれ一つは得意なことがあり、一芸もないものはこの世にいない。ましてや、人として生まれ、侍として志を立てる者は、武芸に関して一つの得手をよく鍛錬し、主君の役に立ってご恩を返さねばならぬ。いたずらに俸禄ほうろくを食はみ、暖衣だんい飽食ほうしょくし、邪よこしまな欲をかき、義理を知らず、一芸一能もない者は畜生にも劣る。いわば、天地の間に生きる大盗賊である。太陽や月、雲、霧、草木に至るまで、それぞれに益がある。無芸無能で人のために役に立たぬどころか、かえって害をなす者になってはならぬ。このことをしかと心得よ」

            　父の死後、昌勝は信玄に仕えた。忠節の者でいささかも私心がなく、軍功の誉れも高かった。多くの家臣たちの中で、昌勝はいつも他に先立って敵国深くで戦った。時には陣取りの場を見立てて合戦の場を考え、山深い川や谷のような見知らぬ場所でも案内人を伴わずに把握し、小道を踏み分けて先陣を切った。その判断に間違いはなく、諸将は皆、昌勝を信用するようになった。他国であっても陣や戦場をよく見立て、抜け道や水の利まで考慮した内容に些細ささいな誤りもなかったため、人々は「隼人佐はやとのすけは神にでも通じているのか」と噂うわさし合った。

            　

            　原昌俊まさとしはかつて、逸見へんみ氏の娘を妻にしていた。昌俊は常に諸方を転戦し、一日中、陣中を駆け回りながら月日を重ね、ほとんど家にいなかったが、ある日、妻が急に産気づき、ひどく苦しんだ末に亡くなってしまった。昌俊は嘆き悲しんだものの、どうしようもなく、法成ほうじょう寺の裏に埋葬して塚を作った。

            　後から聞いた話によると、妻は臨終の折に法成寺の地蔵堂に向かって手を合わせたという。

            「長年、お祈り申し上げました。必ずや我が本願を成就してくださいませ」

            　地蔵菩薩ぼさつの名を唱え、静かに息を引き取った。昌俊も妻に倣ってこの菩薩に帰依きえし、「妻の後世ごせをお導きください」と祈った。

            　

            　妻の死後、百日目の夜半過ぎ、屋敷の戸を叩たたく者がいた。戸を開けてみると、霜が垂れたような八の字の眉をした八十前後の老僧で、鳩杖はとづえにすがりながら水晶の数珠じゅずをまさぐり、死んだはずの妻を伴っていた。

            　昌俊は怪しみながらも中に入れて尋ねた。

            「さて、老僧はいかなるお方で、この不可思議な状況はいったいどういうことでしょうか」

            「儂わしは法成寺に住んでいる者である。今宵こよい、寺を出て歩いていたところ、目の前で急に塚が崩れ、中からこの女性が出てきた。何者かと問うと『加賀守かがのかみの妻』と答えたため、ここに連れてきた。大切にいたわるがよかろう」

            　言い終わると、老僧の姿はかき消えた。

            　不思議に思った昌俊が人を遣わして確認すると、確かに塚は崩れていた。さては本当に生き返ったのかと、妻に粥かゆなどを食べさせた。初めのうちは意識がはっきりせず、記憶も曖昧だったが、七日が過ぎると以前のように戻った。しかし、なぜか明るい場所を嫌った。

            　翌年、妻は男子を産んだ。年月が流れ、子どもが三歳になったある日の夕暮れ、妻は涙ながらに語った。

            「実を申しますと、わたしは人ではありません。あなたとの縁がまだ深かったため、上条の地蔵菩薩ぼさつ様が冥土めいどの役人に頼んでわたしの魂を赦ゆるし放ち、この三年間、あなたや我が子との契りを結んでおられました。しかし、既に縁が尽きてしまいましたので、暇いとまをもらって冥土に帰らなければなりません。どうか我が塚を捨てずに弔ってくれませんか」

            　そう言って子を置くと、いずこともなく姿を消してしまった。妻の塚を見に行くと、崩れたと思ったのは幻で、草が生い茂っていた。

            　これが地蔵菩薩の導きによるものだったのは言うまでもない。話を聞いた信玄は法成寺の地蔵堂を改築し、供養を執り行った。また、昌俊は再び妻を迎えなかった。

            　この男子が原隼人佐はやとのすけ昌勝まさかつで、十八歳で初陣に出てから、まるで神に通じているかのように不思議なことが多かったが、実はこうした事情があったのである。

            　

            （了）
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